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広島県の女性の健康寿命は最下位

熊野町健康増進計画等に沿った施策の推進により、健康寿命
の延伸を図りたい。

【
Ｑ
１
】

　

日
本
の
平
均
寿
命
は
世

界
最
高
レ
ベ
ル
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
介
護
を
受
け

ず
自
立
し
た
生
活
が
で
き

る
期
間
を
示
す
健
康
寿
命

が
近
年
重
要
視
さ
れ
て
い

る
。

　

広
島
県
で
は
、
こ
の
健

康
寿
命
が
、
男
性
は
40
位
、

女
性
は
最
下
位
だ
っ
た
。

　

町
で
は
、
こ
の
原
因
が

ど
こ
に
あ
り
、ど
の
よ
う
な

対
応
策
を
考
え
て
い
る
か
。

【
Ａ
１
】

　

健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ

い
て
は
、「
第
二
次
熊
野

町
健
康
増
進
計
画
」
並
び

に
「
食
育
推
進
計
画
」
を

策
定
し
、
若
い
世
代
か
ら

食
事
や
運
動
習
慣
等
の
生

活
習
慣
に
気
を
つ
け
て
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
む
な

ど
、
自
分
の
健
康
と
地
域

の
健
康
を
意
識
で
き
る
ま

ち
を
め
ざ
し
た
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

【
Ｑ
２
】

　

健
康
寿
命
は
、
認
知
症

や
生
活
習
慣
病
に
も
関
連

し
て
お
り
、
社
会
参
加
が

そ
の
予
防
に
な
る
。

　

こ
の
た
め
、
住
民
検
診

の
受
診
や
健
康
講
座
の
受

講
、
あ
る
い
は
運
動
を
実

施
し
た
際
に
、
ポ
イ
ン
ト

が
貯
ま
る
ウ
エ
ル
ネ
ス
手

帳
を
作
成
し
、
健
康
寿
命

の
意
識
啓
発
を
行
っ
て
は

ど
う
か
。

【
Ａ
２
】

　

ポ
イ
ン
ト
が
、
体
を
動

か
す
一
つ
の
契
機
に
な
る

こ
と
は
重
々
承
知
し
て
い

る
。

　

町
で
は
、
健
康
手
帳
に

加
え
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
手

帳
等
を
作
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
を
一
つ
に
し
て
、

何
か
で
き
な
い
か
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。

Q

A 〈町長〉
山野千佳子議員

【
Ｑ
１
】

　

仕
事
や
健
康
な
ど
で
深

刻
な
問
題
を
抱
え
た
人
の

相
談
に
応
じ
、
就
労
や
住

居
の
確
保
等
の
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
ぐ
生
活

困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の

本
町
に
お
け
る
取
り
組
み

の
現
状
は
。

【
Ａ
１
】

　

民
生
課
に
相
談
窓
口
を

置
き
、
就
労
そ
の
他
自
立

に
向
け
た
支
援
と
離
職
等

に
よ
り
住
宅
を
失
っ
た
生

活
困
窮
者
に
対
し
家
賃
相

当
額
を
支
給
す
る
２
つ
の

事
業
を
行
っ
て
い
る
。

　

相
談
件
数
は
平
成
27
年

度
が
17
件
、
本
年
度
は
10

月
末
時
点
で
７
件
あ
っ
た

が
、
支
援
プ
ラ
ン
の
作
成

は
な
く
、
家
賃
相
当
額
を

支
給
す
る
事
業
の
実
績
は

な
い
。

　

ま
た
、
広
島
市
と
海
田

町
が
共
同
で
実
施
し
て
い

る
子
ど
も
の
学
習
支
援
事

業
に
平
成
29
年
度
か
ら
参

画
す
る
。

【
Ｑ
２
】

　

相
談
件
数
が
あ
っ
た
の

に
支
援
プ
ラ
ン
の
作
成
が

な
い
理
由
は
。

【
Ａ
２
】

　

国
の
制
度
で
は
、
半
年

か
ら
約
１
年
間
の
プ
ラ
ン

を
立
て
る
こ
と
が
基
本
と

さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
相
談
内
容
の

多
く
が
パ
ー
ト
収
入
、
年

金
収
入
等
が
非
常
に
少
な

く
家
計
を
圧
迫
し
て
い
る

世
帯
で
、
母
子
の
関
係
や

高
齢
者
福
祉
等
に
繋
げ
て

い
っ
た
結
果
、
プ
ラ
ン
作

成
に
至
ら
な
か
っ
た
。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

【
Ｑ
３
】

　

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の

増
加
や
ひ
き
こ
も
り
者
の

増
加
等
、
制
度
が
必
要
な

人
ほ
ど
制
度
を
知
ら
な
い

と
い
う
現
状
に
つ
い
て
は
。

【
Ａ
３
】

　

役
場
内
の
関
係
課
や
社

会
福
祉
協
議
会
と
の
連

携
、
民
生
委
員
の
協
力
も

得
て
周
知
に
努
め
て
い
る
。

【
Ｑ
１
】

　

熊
野
高
校
は
、
本
町
の

総
力
を
結
集
し
て
で
き
た

学
校
で
あ
る
。

　

40
周
年
を
迎
え
、
円
滑

な
学
校
運
営
が
で
き
て
い

る
時
こ
そ
、
町
と
の
連
携

が
必
要
で
は
な
い
か
。

【
Ａ
１
】

　

大
変
い
い
意
見
だ
と
思

う
。
存
続
問
題
が
絡
ん
だ

地
域
で
は
補
助
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　

来
年
度
に
向
け
て
、
熊

野
高
校
へ
の
支
援
を
検
討

し
て
い
る
。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

【
Ｑ
２
】

　

お
金
よ
り
も
ソ
フ
ト
面

の
充
実
が
必
要
だ
と
思
う
。

　

例
え
ば
、
小
・
中
・
高

校
の
教
職
員
交
流
や
高
校

の
芸
術
コ
ー
ス
と
筆
産

業
、
関
係
大
学
が
「
熊
野

町
流
の
産
官
学
連
携
」
を

す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な

い
か
。

【
Ａ
２
】

　

先
生
方
の
交
流
は
以
前

に
比
べ
て
少
な
く
な
っ
て

い
る
が
、
教
育
協
議
会
な

ど
で
交
流
を
図
っ
て
い
る
。

　

本
町
で
は
、
大
学
と
の

連
携
も
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
芸
術
系
大
学
と
の
交

流
を
高
校
の
教
員
や
生
徒

の
協
力
で
進
め
て
い
る
。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

【
Ｑ
３
】

　

以
前
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
が
小
・
中
・
高
校
へ

配
置
さ
れ
成
果
が
あ
っ
た

が
、
現
在
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
熊
野
高
校
に
あ

る
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
の
活

用
に
つ
い
て
町
の
考
え
を

伺
い
た
い
。

【
Ａ
３
】

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
は

30
名
以
内
と
な
っ
て
い

る
。
以
前
は
学
校
の
先
生

方
が
お
ら
れ
た
が
、
現
在

は
競
技
団
体
の
関
係
者
が

多
い
。

　

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
を
町
が

使
用
す
る
の
は
難
し
い
。

　

熊
野
高
校
の
生
徒
と
合

同
で
、
中
学
校
部
活
動
等

で
の
使
用
を
進
め
た
い
。

創立40周年の熊野高校との連携は

協力的な関係にある。定住交流促進の観点から、今後も何ら
かの支援をしてまいりたい。

Q

A 〈町長〉
諏訪本 光議員

国際化に伴う案内板と教育の充実は

施設の案内板は一部外国語標記している。外国語教育に関わる教員研修は進め
ている。

A 〈町長〉

〈諏訪本 光 議員〉Q
生活困窮者自立支援制度の充実を

民生課の相談窓口と母子担当や高齢者の地域包括支援センター、社会福祉協議
会等との連携を図る。

A 〈町長〉

〈沖田 ゆかり 議員〉Q

【
Ｑ
１
】

　

国
際
的
な
観
光
の
町
に

向
け
て
、
筆
の
里
工
房
等

の
施
設
へ
の
案
内
や
施
設

内
の
標
記
を
３
ヶ
国
語
に

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
Ａ
１
】

　

外
国
語
併
記
の
必
要
性

は
認
識
し
て
い
る
。
可
能

な
も
の
か
ら
取
り
組
む
。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

【
Ｑ
２
】

　

国
際
化
に
伴
い
、
平
成

32
年
か
ら
は
、
小
学
校
３

年
生
か
ら
外
国
語
（
英

語
）
の
授
業
が
始
ま
る
。

　

そ
れ
に
伴
い
30
年
か
ら

先
行
実
施
が
開
始
さ
れ
る

が
、
準
備
は
で
き
て
い
る

か
。

【
Ａ
２
】

　

本
年
度
中
に
は
新
し
い

学
習
指
導
要
領
が
示
さ

れ
、
来
年
度
中
に
は
先
行

実
施
に
活
用
す
る
新
教
材

が
配
布
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
。

　

全
て
の
小
学
校
が
配
布

を
申
し
込
ん
で
お
り
、
英

語
教
育
の
一
層
の
充
実
と

円
滑
な
移
行
に
取
り
組
む
。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

【
Ｑ
３
】

　

法
的
拘
束
力
の
あ
る
学

習
指
導
要
領
の
先
行
実
施

が
始
ま
る
平
成
30
年
度
に

向
け
て
、
来
年
度
の
対
策

は
ど
う
す
る
の
か
。

　

ま
た
、
今
回
の
改
訂
に

よ
り
、
週
当
た
り
の
外
国

語
関
係
の
授
業
時
数
は
、

５
・
６
年
生
が
各
１
時
間

か
ら
各
２
時
間
に
、
３
・

４
年
生
が
新
た
に
各
１
時

間
加
わ
る
。

　

学
校
単
位
で
は
計
２
時

間
か
ら
６
時
間
と
な
る
。

　

Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国
語
指
導

助
手
）
の
配
置
人
数
や
教

員
の
研
修
の
充
実
が
必
要

だ
と
思
う
。

【
Ａ
３
】

　

平
成
29
年
度
は
周
知
徹

底
の
年
と
し
て
重
要
で
あ

る
。

　

本
町
の
子
ど
も
が
不
利

益
を
こ
う
む
ら
な
い
よ
う

進
め
て
い
き
た
い
。

健 康
福 祉
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